
小児患者さんとご家族を地域で支える

外来を受診される方へ  ／ 旬の一品「茄子の肉みそ」

連携登録医をご紹介します・ 石島医院、 クリニック ソワ二エ

ペ ア  レ タ ー松戸市立総合医療センター広報誌 Vol.1

特集
　　　と　　　の

患者さんにとってより良い医療を実現する

主治医 病理医 パートナーシップが
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北松戸駅

松戸新田駅

みのり台駅
八柱駅

新八柱駅

旧市立病院

上本郷駅

新京成線

馬橋駅
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松
戸
駅
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松
戸
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東
松
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新
松
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常
盤
平
駅

至 

東
京
方
面
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柏
方
面

至 

新
松
戸
駅

Ｊ
Ｒ
常
磐
線

Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線

中根立体入口

八ケ崎交差点

二ツ木交差点
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松戸運動公園

21 世紀の

森と広場

県立
松戸高校

松戸市立総合医療センター

外来診療一覧

内科

循環器内科

呼吸器内科

消化器内科

脳神経内科（予約制）

血液内科

緩和ケア科　（予約制）

総合診療科

皮膚科　（完全紹介予約制）

化学療法内科　（予約制）

歯科口腔外科　（完全紹介予約制）

外科・消化器外科・乳腺外科

呼吸器外科

心臓血管外科　（予約制）

脳神経外科

整形外科　（完全紹介予約制）

形成外科

眼科　（完全紹介予約制）

耳鼻いんこう科

泌尿器科

産婦人科

小児科

小児外科

小児脳神経外科

小児心臓血管外科

新生児科　（予約制）

放射線科

救急科（再来）　（予約制）

精神科

女性特別外来 （予約制）

禁煙外来

セカンドオピニオン外来（予約制）

母乳外来　（予約制）

ストーマ外来　（予約制）

内分泌・代謝／アレルギー・リウマチ・膠原病／腎疾患

一般外来／ペースメーカー外来

一般外来

一般外来　

一般外来

一般外来

診察は外来主治医と相談

一般外来

一般外来

診察は外来主治医と相談

一般外来

一般外来

一般外来

一般外来

一般外来

一般外来／小児整形／成人股・膝・肩・肘関節／側湾症／リウマチ

一般外来

一般外来

一般外来

一般外来

一般外来／妊婦健診／不妊外来／ハイリスク妊婦外来／コルポ外来

一般外来

一般外来

一般外来

一般外来／シナジス

一般外来

再来患者 11：00 ～ 12：00

現在休診中

一般外来

総合診療科外来へ

一般外来

産婦人科外来へ

人工肛門／人工膀胱（外科・泌尿器科外来または外来主治医へ）

月・水・木曜日休診

月曜日休診

火・金曜日休診

月・火・木曜日休診

水曜日休診

火曜日・木曜日午後休診

月曜午前休診、水・金曜日休診

月・水・木曜日休診

火・木・金曜日休診

月曜午後・火曜日午後休診

水・木曜日休診

月曜日以外は休診

一般外来／小児神経／腎臓／アレルギー／呼吸器／

血液／循環器／感染／内分泌

内 

科 

系

外 

科 

系

小 

児

そ

の

他

特 

別 

外 

来

診 療 科 名 外来表（一般外来及び予約専門外来） 備　考

【診療】　月曜日～金曜日（土・日曜日、祝日、年末年始は休診） 

【受付時間】　初診：8 時 30 分～午前 11 時

                 再診：8 時～午前 11 時

【完全紹介予約制】は、地域の医療機関からの紹介状と

事前の受診予約が必要です。

【予約制】は、事前の受診予約が必要です。

（6 ページを参照）

〒270-2296　千葉県松戸市千駄堀 993 番地の 1　

TEL 047-712-2511（代）　  FAX 047-712-2512（代）

詳細はホームページの各診療科の案内をご覧ください（H30.11.1 現在）

発行元：松戸市立総合医療センター 広報戦略室（経営企画課内）

総合医療センター

QR コード



創刊に寄せて

NEWS

&

TOPICS

　このたび松戸市立総合医療センターの広報誌「ペアレター」を創刊いたしました。

　誌名には、松戸市の特産であり、当院の外観の色に用いられている「梨＝pear（ペア）」という意味と、

患者さんや、地域の医療機関及び医師会と、「pair（ペア）」で邁進したいという想いを込めています。

　当院の小児医療センターは、多様な専門分野を持った小児科医が所属しています。

そして、地域との連携による24時間365日対応可能な小児救急システムを構築しています。

　このシステムの構築に尽力した、小児医療センターの平本龍吾所長にお話を伺いました。

松戸市立総合医療センター

看護師による市民講座「看護師からの　　　   談話」
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日時：11 月 18 日（日） 14 時００分～ 15 時 30 分 ／ 会場：馬橋東市民センター

内容：①摂食・嚥下障害看護認定看護師　石川祐希恵による「“誤嚥”性肺炎予防の嚥談話」

       ②慢性心不全看護認定看護師　佐原美沙子による「カラダに“ご塩”のある塩談話」

費用 : 無料 ／ 定員：当日先着 120 名

問合せ先：松戸市立総合医療センター TEL 047-712-2511（代） 内線 2180（教育研究センター）へ

小児医療センター

小児科

小児外科 小児脳神経外科

小児心臓血管外科 小児集中治療科

平本 龍吾

松戸市医師会

会長　東 仲宣
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こ
の
度
、
松
戸
市
立
総
合
医

療

セ

ン

タ

ー

で

は
、
広

報

誌

「
ペ
ア
レ
タ
ー
」
を
発
行
す
る

こ

と

と

な

り

ま

し

た
。
今

後

は
、
本
誌
を
通
じ
て
、
患
者
さ

ん
や
地
域
の
皆
さ
ん
へ
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
を
発
信
す
る
と

と
も
に
、
多
く
の
ご
意
見
を
い

た
だ
き
、
皆
さ
ん
と
の
架
け
橋

と
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

松
戸
市
立
病
院
は
、
２
０
１

７
年

12

月

の

移

転
・
開

院

に

伴
い
、
松
戸
市
立
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

り
、
救
急
関
連
部
門
や
小
児
・

周
産
期
部
門
特
に
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
、

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
増
床
及
び
配
置

の
変
更
で
診
療
の
効
率
化
、
病

室
構
成
の
見
直
し
で
療
養
環

境
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。
画

像
診
断
装
置
の
増
設
に
よ
る

検
査
待
ち
時
間
の
短
縮
や
、
高

精
度
照
射
対
応
の
放
射
線
治

療

装

置
（
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
）
の

導

入
、
外
来
化
学
療
法
室
の
充
実

な
ど
、
質
の
高
い
集
学
的
腫
瘍

治
療
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
病
院
は
、
地
域
の
災

害
拠
点
病
院
、
３
次
救
急
病
院

と
し
て
、
災
害
時
に
も
継
続
し

て
診
療
が
行
え
ま
す
。

　

高
度
で
先
進
的
な
医
療
を

担
う
一
方
で
、
地
域
支
援
病
院

と
し
て
地
域
全
体
で
連
携
し

て
患
者
さ
ん
を
支
え
る
協
力

体
制
を
構
築
し
、
医
療
を
通
じ

て
地
域
に
貢
献
す
る
よ
う
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

私
た
ち
が
目
指
す
の
は
、
基

本
理
念
で
も
あ
る
患
者
さ
ん
・

職

員

か

ら

も
「
来

て

よ

か

っ

た
」
と
思
わ
れ
る
病
院
で
す
。

新
病
院
開
院
と
広
報
誌
創
刊

を
機
に
、
職
員
一
同
気
持
ち
を

新
た
に
し
て
、
理
念
実
現
を
目

指
し
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

当
院
の
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー

は
、
小

児

科
・
小

児

外

科
・
小

児
心
臓
血
管
外
科
・
小
児
脳
神

経
外
科
・
小
児
集
中
治
療
科
の

５
科
か
ら
成
り
、
①
地
域
に
密

着
し
た
小
児
救
急
医
療
、
②
広

域
を
対
象
と
す
る
最
重
症
小
児

患
者
さ
ん
や
特
殊
な
専
門
疾
患

の
受
け
入
れ
可
能
な
小
児
医
療

セ

ン

タ

ー

を

目

指

し

て

い

ま

す
。

　

モ
ッ
ト
ー
は
、「
常
に
患
者
さ

ん
と
そ
の
ご
家
族
に
と
っ
て
質

の
高
い
適
切
な
医
療
を
提
供
す

る
こ
と
」
で
す
。
そ
し
て
、
小
児

医
療
に
従
事
す
る
医
師
・
看
護

師
た
ち
が
、
小
児
医
療
に
対
す

る
夢
を
持
っ
て
働
き
続
け
ら
れ

る
職
場
環
境
作
り
に
努
力
し
て

い
ま
す
。

　

小
児
科
の
常
勤
医
師
は
、
後

期
研
修
医
を
含
め
る
と
28
名

所
属
し
、
大
学
病
院
や
小
児
専

門
病
院
を
除
く
と
全
国
で
も

最
大
規
模
で
す
。
近
年
新
し
く

始
ま
っ
た
専
門
医
制
度
下
で

の
小
児
科
後
期
研
修
で
は
、
全

国
か
ら
応
募
が
あ
り
、
や
る
気

に
満
ち
溢
れ
た
仲
間
と
と
も

に
小
児
科
研
修
を
開
始
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
認
定

看
護
師
（
小
児
救
急
看
護
・
集

中
ケ
ア
・
新
生
児
集
中
ケ
ア

等
）
が
在
籍
し
、
高
い
医
療
レ

ベ
ル
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
当
セ
ン
タ
ー
は
、

松
戸
市
医
師
会
及
び
松
戸
市

薬

剤

師

会
、
地

域

の

総

合

病

院
、
そ
し
て
消
防
機
関
と
協
力

し
て
、
小
児
患
者
さ
ん
の
重
症

度
に
応
じ
て
役
割
分
担
を
行

　

今
回
、
新
た
な
病
院
広
報
誌

と
し
て
「
ペ
ア
レ
タ
ー
」
が
発

刊
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。
松
戸
市
医

師
会
と
し
て
期
待
す
る
と
こ

ろ
大
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

松
戸
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

は
松
戸
市
だ
け
で
な
く
、
東
葛

北
部
医
療
圏
の
中
核
病
院
と

し
て
の
機
能
を
担
う
重
要
な

位
置
づ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
一

方
で
、
第
一
義
的
に
は
松
戸
市

民
の
健
康
と
医
療
を
担
う
役

割
が
そ
の
根
底
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
も
市
民
目
線
で
考

え
る
医
療
の
提
供
は
特
に
大

切
で
、
こ
の
新
し
い
病
院
広
報

誌
「
ペ
ア
レ
タ
ー
」
が
担
う
役

割
は
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

医
療
を
受
け
る
側
と
医
療
を

提
供
す
る
側
の
交
流
が
で
き
、

安
心
し
て
病
院
に
か
か
れ
る

ツ
ー
ル
と
し
て
発
展
し
て
い

く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
松
戸
市
立
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
は
市
内
の
病
院
、
診

療
所
な
ど
の
医
療
機
関
と
の

役
割
分
担
に
よ
り
専
門
性
の

高
い
医
療
、
各
科
の
協
力
体
制

が
必
要
な
集
学
的
医
療
を
行

な
う
だ
け
で
な
く
、
高
齢
化
社

会

に

対

応

す

る
、
高

度

急

性

期
、
急

性

期
、
回

復

期
、
慢

性

期
、
在
宅
医
療
に
分
け
た
医
療

区
分
の
中
で
、
市
内
の
各
医
療

機
関
と
の
連
携
を
進
め
な
が

ら
、
そ
の
中
で
の
役
割
を
明
確

に
し
て
い
き
、
市
民
も
そ
の
役

割
を
理
解
し
て
も
ら
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
上
で
、
ど

こ
か
ら
も
頼
り
に
さ
れ
る
医

療
機
関
を
目
指
し
て
も
ら
い

た

い

と

思

い

ま

す
。
な

お

か

つ
、
市
民
か
ら
「
困
っ
た
と
き

は
医
療
セ
ン
タ
ー
に
」
と
言
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
病
院
と

し

て

こ

の

広

報

誌
「
ペ

ア

レ

タ
ー
」
が
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を

祈
念
い
た
し
ま
す
。

院長　烏谷博英

小
児
救
急
医
療
と
専
門
医
療
を
兼
ね
備
え

地
域
の
小
児
医
療
に
貢
献
す
る

多
様
な
専
門
分
野
を
持
っ
た
小
児
科
医
チ
ー
ム
が

連
携
プ
レ
ー
で
患
者
さ
ん
と
ご
家
族
を
支
え
る

小児患者さんとご家族を地域で支える

診療時間：毎日 18時～ 23時

対象：0歳～ 15歳の

　　　内科系初期疾患

電話：047-712-2513

プロフィール

専門的知識を持つ認定看護師が体操や試食を通して皆さんに健康の大切さをお届けします。

1984年自治医科大学卒業後、旧国保松戸市

立病院にて初期研修、同病院小児医療セン

ターにて小児科後期研修終了。国保多古中央

病院小児科勤務の後、松戸市立病院小児医療

センター小児科医長、兼小児科・小児集中治

療科部長を経て、2018年より現職。

「 ペ ア   レ タ ー 」

病 院 長 か ら

創 刊 の ご 挨 拶

松 戸 市 医 師 会

会 長 か ら 創 刊

を 祝 し て

“エン”
↑
国
道
６
号
線
方
面

正面玄関

松
戸

市
立

総
合

医
療

セ
ン

タ
ー

駐車場入口

夜間小児急病センター入口

（当院の建物内）

夜間小児急病センター案内図

夜間小児・

時間外駐車場

重症患者を受け入れる PICU

　

小
児
集
中
治
療
科
は
、
重
篤

な
小
児
患
者
の
治
療
に
あ
た
る

Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
（
小
児
集
中
治
療
室
）

を
10

床
備
え
、
東
葛
北
部
は
も

と
よ
り
、
千
葉
県
全
域
・
茨
城

県
・
東
京
都
・
埼
玉
県
か
ら
も

受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
７
年
12
月
に
移
転
・
開

院
し
た
新
病
院
は
ヘ
リ
ポ
ー
ト

を
所
有
し
て
お
り
、
遠
方
の
場

合
は
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
搬
送
さ

れ
て
き
ま
す
。
２
０
１
８
年
７
月

現
在
、
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
入
室
者
数
は

年
間
約

４
０
０
名
、
新
生
児
・

乳
児
を
含
め
た
小
児
の
手
術
件

数
は
年
間
約
４
５
０
〜
５
０
０

件
行
っ
て
お
り
、
他
院
で
は
対

応
困
難
な
小
児
外
科
疾
患
、
先

天
性
心
疾
患
、
脳
腫
瘍
や
脊
髄

の

病

気

に

も

対

応

し

て

い

ま

す
。

い
、
適
切
な
治
療
が
行
え
る
よ

う
連
携
プ
レ
ー
を
取
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
深
夜
帯
を
含
め
、

緊
急
の
検
査
や
治
療
が
必
要

な
重
症
の
小
児
患
者
さ
ん
は

市
内
の
総
合
病
院
と
連
携
し
、

当
セ
ン
タ
ー
で
対
応
し
て
い

ま

す
。
そ

の

た

め
、
時

間

帯
・

重
症
度
に
応
じ
て
、
救
急
搬
送

先
が
分
類
さ
れ
、
し
か
る
べ
き

施
設
で
24
時
間
３
６
５
日
対
応

可
能
で
す
。

　

夜
間
、
急
に
具
合
が
悪
く
な
っ

た
お
子
さ
ん
の
初
期
診
療
を
行

う
夜
間
小
児
急
病
セ
ン
タ
ー

は
、
松
戸
市
医
師
会
の
有
志
の

先
生
方
と
当
セ
ン
タ
ー
の
勤
務

医
が
協
力
し
て
診
察
し
て
お

り
、
重
症
度
が
高
い
患
者
さ
ん

は
す
ぐ
に
当
院
で
治
療
し
ま
す
。

休
日
を
問
わ
ず
、
年
中
無
休
で

診
察
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
是
非
夜
間
小
児
急
病
セ
ン

タ
ー
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

P

P

P

P

小児患者さんとご家族を地域で支える

所長

小児医療センター



野
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患
者
さ
ん
か
ら
採
取
さ
れ
た
病
変
の
組
織
や
細
胞
か

ら
標
本
を
つ
く
り
、
肉
眼
や
顕
微
鏡
で
観
察
し
て
診
断
す
る
こ

と
を
病
理
診
断
と
い
い
、
専
門
に
行
う
医
師
が
病
理
医
で
す
。

手
術
や
胃
・
大
腸
や
肺
の
内
視
鏡
検
査
を
行
っ
た
際
に
採
取

し
た
病
変
を
標
本
に
し
、
病
気
の
種
類
や
病
状
の
程
度
を
診

断
す
る
「
組
織
診
断
」
、
痰
や
尿
の
中
に
が
ん
細
胞
が
混
じ
っ

た
が
ん
細
胞
を
顕
微
鏡
で
調
べ
、
悪
性
か
良
性
か
の
鑑
別
を

行
う
「
細
胞
診
断
」
、
手
術
中
に
大
至
急
で
良
悪
性
診
断
を
得

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
な
ど
の
「
迅
速
診
断
」
な
ど
の
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
は
、
一
般
病
院
で
は
数
少
な
い
電
子
顕

微
鏡
を
有
し
、
主
に
腎
疾
患
や
内
分
泌
腫
瘍
の
診
断
、
特
に
小

児
科
の
腎
疾
患
の
診
断
で
は
、
詳
細
な
治
療
方
針
を
決
め
る

レ
ベ
ル
の
判
断
が
可
能
で
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
病
理
医
は
患
者
さ
ん
に
接
す
る
機
会
は

少
な
い
で
す
が
、
主
治
医
が
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
適
切
な
治

療
や
診
断
を
行
う
た
め
に
、
病
理
診
断
は
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
お
り
、
各
診
療
科
と
広
く
深
い
連
携
を
し
て
お
り
ま
す
。

海
野 

常
勤
の
病
理
医
が
所
属
し
て
い
る
こ
と
は
、
患
者
さ
ん

に
よ
り
良
い
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。
特
に
、

術
中
迅
速
病
理
診
断
は
、
病
理
医
が
い
る
か
ら
こ
そ
可
能
で

あ
り
、
手
術
を
受
け
る
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
執
刀
医
に

と
っ
て
も
、
よ
り
良
い
体
制
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
例
え
ば
、

子
宮
頸
が
ん
や
子
宮
体
が
ん
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
手
術

前
に
病
変
部
が
良
性
か
悪
性
か
、
判
断
が
つ
い
て
い
ま
す
。
子

宮
な
ら
器
具
を
挿
入
し
て
細
胞
や
組
織
を
取
り
、
細
胞
診
や

組
織
診
を
行
え
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
病
変
が
身
体
の
深
い

部
分
に
あ
る
た
め
に
生
検
が
難
し
い
場
合
、
例
え
ば
、
卵
巣
が

ん
な
ど
は
、
手
術
前
に
生
検
組
織
診
断
を
行
う
こ
と
は
難
し

病
理
医
の
主
な
仕
事
は
？

病理医がいるからこそできること

主治医と病理医のパートナーシップが

患者さんにとってより良い医療を実現する

野 呂  昌 弘 MasaHIRO Noro

病 理 診 断 科 部 長産 婦 人 科 部 長

海 野  洋 一 Youichi  Unno

1992 年筑波大学卒業後、筑波大学附属病院で研修（レジデント）終了。

旧国保松戸市立病院病理診断科医長、副部長を経て、2016 年より現職。

日本病理学会認定病理専門医、厚生労働省死体解剖資格認定、日本臨床細

胞学会細胞診専門医・指導医。

1997 年新潟大学卒業後、千葉大学産科婦人科学教室に入局。

成田赤十字病院にて研修後、千葉大学大学院医学研究院生殖機能病態学

修了。千葉大学付属病院助教及び千葉県がんセンター医長などを経て、

2013 年旧国保松戸市立病院産婦人科副部長、2014 年より現職。

日本産科婦人科学会専門医・指導医、日本臨床細胞学会細胞診専門医・

指導医、日本婦人科腫瘍学会専門医、がん治療認定医。

病理診断科の主な実績

病理組織診断（生検・手術）：年間約 5,000 件

細胞診断：年間約 6,000 件

迅速診断：年間約 100 件から 150 件

病理解剖：年間約 10 件から 15 件

CPC（臨床病理検討会）：年間約 10 回から 12 回

キャンサーボード（術前検討会）：年間約 50 回 

　　　　　　　　　　　　　　　（約週 1 回）

腎生検病理症例検討会：年 1、2 回

病
理
医
が
い
る
か
ら
こ
そ
で
き
る

術
中
迅
速
病
理
診
断
と
は
何
で
す
か
？

く
、
画
像
診
断
や
血
液
検
査
（
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
）
で
、
お
お
よ
そ
の

診
断
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
場
合
は
手
術
中
の
迅
速
診

断
を
依
頼
し
ま
す
。

野
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術
中
迅
速
病
理
診
断
で
は
、
検
体
を
急
速
に
凍
ら
せ
て
短

時
間
で
標
本
を
作
製
す
る
た
め
、
氷
の
結
晶
が
組
織
を
破
壊
し

ま
す
。
で
す
か
ら
、
時
間
を
か
け
ら
れ
た
通
常
の
標
本
と
比
較
す

る
と
判
断
が
難
し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
手
術
後
に
は
通
常
の
安
定
し
た
標
本
を
作
製
し

て
比
較
し
、
最
終
的
な
病
理
診
断
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど

の
場
合
、
術
中
迅
速
病
理
診
断
と
一
致
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
判

断
が
難
し
い
標
本
の
場
合
、
複
数
の
病
理
医
に
よ
る
判
断
が
可

能
で
あ
る
点
も
当
セ
ン
タ
ー
の
特
長
で
す
。

海
野 

組
織
や
細
胞
の
採
取
は
、
執
刀
医
が
行
い
ま
す
が
、
採
取

さ
れ
た
組
織
か
ら
つ
く
ら
れ
た
標
本
を
観
察
し
て
診
断
す
る
の

は
病
理
医
で
す
。
正
し
い
診
断
に
は
、
病
理
医
と
の
信
頼
関
係
と

連
携
プ
レ―

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

野
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一
番
大
切
な
の
は
、
標
本
に
見
え
る
所
見
と
臨
床
所
見
を

総
合
的
に
判
断
す
る
こ
と
で
す
。
外
部
の
検
査
機
関
で
は
、
臨
床

所
見
の
情
報
が
乏
し
い
中
で
標
本
だ
け
で
判
断
せ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
慎
重
に
な
り
、
よ
り
詳
細
な
診
断
を
下
す
こ
と

が
難
し
く
な
り
ま
す
。
病
理
医
が
常
勤
し
て
い
れ
ば
、
主
治
医
と

特集

直
接
情
報
を
交
換
し

や
す
く
、
共
通
の
認
識

を
持
っ
た
上
で
の
診

断
が
可
能
で
す
。
今
後

も
、
患
者
さ
ん
に
と
っ

て
よ
り
良
い
体
制
で
、

よ
り
良
い
医
療
を
提

供
で
き
る
よ
う
、
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

日本で病理医不足が深刻化しているなかで、当センターには複数の病理医が常勤しています。

今号では、病理診断科の野呂昌弘部長と連携の深い、産婦人科の海野洋一部長のお二人にお話を伺いました。

術
中
迅
速
病
理
診
断
と
最
終
的
な
病
理
診
断
は
、

ど
の
程
度
一
致
し
て
い
る
の
で
す
か
？

海
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が
ん
の
転
移
が
疑
わ
れ
る
部
分
を
調
べ
て
、
切
除
す
る
範

囲
を
決
め
る
と
き
に
も
、
術
中
迅
速
病
理
診
断
は
役
立
ち
ま
す
。

が
ん
を
取
り
き
っ
て
い
る
か
、
ど
こ
ま
で
広
が
っ
て
い
る
か
、
ど

こ
ま
で
取
る
か
、
病
理
医
の
診
断
を
元
に
執
刀
医
は
手
術
中
に
判

断
で
き
ま
す
。
先
ほ
ど
も
例
に
挙
げ
た
卵
巣
が
ん
で
は
、
手
術
中

に
採
取
し
た
病
変
部
が
良
性
で
、
採
り
き
れ
て
い
れ
ば
終
了
し
ま

す
。
悪
性
の
場
合
は
、
腫
れ
て
い
な
い
も
う
一
方
の
卵
巣
や
子
宮
、

リ
ン
パ
節
な
ど
に
及
ぶ
手
術
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
卵
巣
腫
瘍
は

良
性
と
悪
性
が
混
在
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
た
め
、
病
理
医
に

よ
る
標
本
の
診
断
が
極
め
て
重
要
に
な
り
ま
す
。

海
野 

術
中
迅
速
病
理
診
断
が
行
え
な
い
と
、
採
取
し
た
病
変
を

外
部
の
検
査
機
関
に
送
付
し
、
病
理
診
断
の
結
果
悪
性
と
わ
か
れ

ば
、
後
日
再
度
手
術
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
あ
る
い
は
、
病
理

医
の
診
断
が
な
く
切
除
範
囲
を
決
め
て
全
摘
出
と
な
る
と
、
手
術

時
間
が
長
く
、
傷
も
大
き
く
な
り
、
術
後
の
合
併
症
の
可
能
性
も

高
く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
術
中
迅
速
病
理
診
断
は
、
卵
巣
腫

瘍
の
手
術
で
は
大
変
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

外来や入院患者さんが、病理診断に関するより詳細な説明を

希望される場合には可能な限り対応していますので、

各診療科の担当医にご相談ください。

正
し
い
診
断
に
は
、

信
頼
関
係
と
連
携
プ
レ
ー
が
重
要

病
理
医
の
診
断
を
元
に

手
術
中
に
手
術
方
針
を
決
定

野

呂 

手

術

中

に

採

取

さ

れ
た
臓
器
や
組
織
か
ら
５

〜
20
分
で
病
理
診
断
が
行

わ
れ
ま
す
。
病
変
が
良
性

か
悪
性
か
、
病
理
医
が
診

断
結
果
を
執
刀
医
に
連
絡

し
、
そ
の
結
果
を
も
と
に

執
刀
医
が
手
術
方
針
を
決

定
し
ま
す
。

病
理
医
が
在
中
し
て
い
る
メ
リ
ッ
ト
と
は
？
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産婦人科の入り口は別となります

初めて来院される方（初診）※1

1 階 ①受付へお越しください 1階 ①受付へお越しください

紹介状をお持ちの方 紹介状のない方

２回目以降の来院の方（再診）

予約のある方 予約のない方

診察券（お持ちの方）と紹介状、

保険証をご提示ください

1 階⑨番自動再来受付機で

受付をしてください

診察券と保険証をご提示ください
診察券（お持ちの方）と

保険証をご提示ください

受診科の外来受付にお越しください

診察 及び 検査

問診票にご記入の上、受付票と一緒にご提出ください

受診科の外来受付にお越しください

受診案内票に検査の指示がある方は検査を済ませ、外来受付へ

看護師から指示があった方は、問診票をご記入の上、ご提出ください

お電話でご予約いただけます

TEL：047-712-0685

受付時間 8:30 ～ 17:00

（土日祝、年末年始を除く） ※2

毎月初回の来院時には、

再診で予約のある方も保険証を

１階②番窓口にご提示ください

待合で、モニターに受付票の受付番号が表示されますので、お待ちください

会 計 1 階会計前のモニターに会計番号が表示されたら、③番窓口または⑩番診療費支払機にてお支払ください

再診時選定療養費として

2,500 円＋消費税を負担して

いただくことがあります※3

初診時選定療養費として

5,000 円＋消費税を負担して

いただくことがあります※3

※1 以前当院を受診した方でも初診になる場合 

・診療を受けていた病気が治癒した後、新たな病気について診療を受ける場合
・予約日に受診せず、任意に診療を中止し、一定期間経過した場合

※２ 初診の予約方法

・かかりつけ医から紹介状を受け取り、患者さんからお電話で予約をする方法
　（お手元に紹介状をご準備ください）
・かかりつけ医からFAXで予約をする方法

・救急車で当院に搬送された方

・ 生活保護による医療扶助の対象となる方

・ 特定疾患など各種公費負担制度受給対象の方

・労働災害・公務災害で受診の方

・今回受診する診療科は初めてだが、別の診療科に通院中の方

※3 次の場合は選定療養費のご負担はありません

8：30 から 11：00 まで 8：00 から 11：00 まで
8：30 から 11：00 まで

（予 約 の あ る 方 は 予 約 時 刻

の 15 分前までに）

8：00 から予約時刻まで

● 茄子 ・・・ 60ｇ（1 本）

【肉みそ】

● 鶏ひき肉 ・・ 60ｇ

● 酒  ・・・・・  小さじ 1

● 生姜 ・・・・・3ｇ　

　　● さとう　・・小さじ 1 ※

　　● みりん　・・小さじ 1 ※ 

　　● 味噌　　・・小さじ 2 

　　● 水　　　・・小さじ 1

　　

肉味噌をつくる。鶏ひき肉を中火にかけ、酒を入れて炒る。全体が白っぽくなったら、①を加えて混ぜ、水分が少なくなったら弱

火にし、煮詰める。最後に生姜を加えて、軽く混ぜて火を止める。
1

2

3

4

エネルギー  234kca　 タンパク質   17.4ｇ

炭水化物　   11.6g　   食塩　　　 　1.4ｇ　

外来を受診される方へ
診療科により、紹介制や予約制を設けておりますので、受診の際は

お電話または診療科のホームページをご覧ください。

旬 の 一 品 栄養士からの

ワンポイント
　茄子の色素であるナ

スニンは、活性酸素を

抑える作用があり、動

①

材料（1 人分）

作

り

方

※ 味噌の風味にあわせてさとうと

　 みりんの分量を調整して好みの

　 甘さに仕上げてください

連携登録医をご紹介します

　「かかりつけ医」として患者さんを支え、地域医療に貢献する診療所やクリニック。 

今回は、当センターの連携登録医の中から「石島医院」と「クリニックソワニエ」をご紹介します。

当センターでの治療を終えられた患者さんは

■ご紹介による患者さんの場合は、原則としてご紹介元の医療機関と連携します。
■ご紹介がなく来院された患者さんや、症状により新たな医療機関での受診が必要な場合は、患者さんのお住まいやご要望などを
　ふまえて、連携登録医の専門性や受入可能かどうかを総合的に判断し、ご紹介いたします。

所在地：松戸市稔台 7-2-18

お問い合わせ：047-308-3008

http://www.clinique-soigner.jp

診療科：内科、産婦人科

月 火 水 木 金 土 日

○ × ○ ○ ○ ○ ●

○ × ○ ○ ○ × ×

●日曜：内科のみ（月 2 回）

産婦人科は（受付）9:30 ～（終了）17:30

茄子の肉みそ茄子

院
長 

金
丸
裕
先
生
（
内
科
）
と
金
丸
ひ

か
り
先
生
（
産
婦
人
科
）
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

Ｑ
．
医
師
を
志
し
た
き
っ
か
け
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

す
も
う
と
思
い
ま
し
た
。

Ｑ
．
ご
来
院
さ
れ
る
患
者
さ
ん
の
年
齢

や
疾
患
な
ど
の
傾
向
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
．
裕
先
生 

慢
性
的
な
生
活
習
慣
病

で
、
比
較
的
高
齢
の
方
が
多
い
で
す

が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
季
節
の
疾

患
に
関
し
て
は
幅
広
い
年
齢
層
の
患

者
さ
ん
が
来
院
さ
れ
ま
す
。

ひ
か
り
先
生 

30
〜
50
代
前
半
で
、
症

状
は
月
経
痛
、
不
正
出
血
、
か
ゆ
み
が

原
因
で
来
院
さ
れ
る
方
が
最
も
多
い

で
す
。
一
方
で
小
中
学
生
の
生
理
不
順

や
ご
年
配
の
方
の
不
正
出
血
な
ど
、
幅

広
い
年
齢
層
の
患
者
さ
ん
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

Ｑ
．
力
を
入
れ
て
い
る
治
療
、
診
療
で
心

が
け
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
．
裕
先
生 

専
門
は
腎
臓
で
す
が
、
地

域
の
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
、
幅
広
く

内
科
系
疾
患
全
般
に
対
応
し
て
い
ま

す
。「
病
気
に
な
っ
た
ら
、
ま
た
来
た

い
な
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

「
誠
意
あ
る
医
療
」
を
心
が
け
て
お
り

ま
す
。

ひ
か
り
先
生 

漢
方
を
取
り
入
れ
て
お

り
、
患
者
さ
ん
が
困
っ
て
い
る
症
状
に

対
応
す
る
ひ
と
つ
の
手
段
と
し
て
役

立
っ
て
い
ま
す
。
診
療
で
は
患
者
さ
ん

の
お
話
を
よ
く
聞
い
て
、
生
活
パ
タ
ー

ン
を
加
味
し
て
複
数
の
選
択
肢
を
提

クリニック ソワニエ

　　診療時間

  9:00 ～ 12:30

15:00 ～ 18:30

所在地：松戸市南花島 2-27-3

お問い合わせ：047-367-2131

診療科：内科、消化器内科、胃腸科、外科、

　　　　漢方内科、訪問診療

月・火・金の昼休み、

木曜午後は訪問診療（△）

朝 8 時と昼 12 時は内視鏡・超音波検査

月 火 水 木 金 土 

○ ○ × ○ ○ ○ ×

○ ○ × △  ○  × ×

院
長　

石
島
秀
紀
先
生
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

Ｑ
．ご
来
院
さ
れ
る
患
者
さ
ん
の
年
齢

層
や
疾
患
な
ど
の
傾
向
は
あ
り
ま
す

か
？

　

中
高
年
の
方
だ
と
、
生
活
習
慣
病
の

方
や
消
化
器
疾
患
や
漢
方
診
療
の
方

に
加
え
、
最
近
は
認
知
症
の
方
の
受

診
・
相
談
も
増
え
て
い
ま
す
。
訪
問
診

療
で
は
認
知
症
や
脳
卒
中
、
心
不
全
、

が
ん
の
方
が
多
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気

の
診
療
・
相
談
に
乗
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．力
を
入
れ
て
い
る
治
療
、
診
察
で
心

が
け
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

自
院
で
も
あ
る
程
度
の
検
査
は
で

き
ま
す
が
、
必
要
に
応
じ
て
設
備
の

整
っ
た
病
院
と
連
携
し
て
最
新
の
検

査
や
専
門
医
の
診
療
を
受
け
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
検
査
を
し

て
も
異
常
が
見
つ
か
ら
な
い
が
調
子

が
悪
い
と
き
な
ど
に
は
、
患
者
さ
ん
の

訴
え
を
良
く
聞
き
、
症
状
だ
け
で
は
な

く
生
活
全
般
を
見
て
少
し
で
も
解
決

に
繋
が
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
松
戸
市
医
師
会
で
進
め
て
い
る

地
域
サ
ポ
ー
ト
医
活
動
と
し
て
、
地
域

の
問
題
に
対
し
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
と
多
職
種
の
方
々
と
連
携
し
て

臨
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ
．
地
域
医
療
な
ど
の
今
後
の
課
題
を

挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
点
で

し
ょ
う
か
？

　

市
内
の
大
き
な
病
院
と
地
域
の
開

業
医
と
の
役
割
分
担
・
機
能
分
化
を
、

さ
ら
に
推
進
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

普
段
は
か
か
り
つ
け
の
先
生
に
診
て

も
ら
い
、
検
査
な
ど
の
必
要
時
に
は
大

き
な
病
院
に
紹
介
さ
れ
診
療
を
受
け

る
。
落
ち
着
い
た
ら
ま
た
か
か
り
つ
け

の
先
生
に
戻
る
と
い
う
連
携
を
進
め

る
こ
と
が
、
患
者
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た

街
で
安
心
し
て
過
ご
す
た
め
に
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
医
師

の

み

で

な

く

さ

ま

ざ

ま

な

職

種

の

方
々
が
協
力
す
る
体
制
や
意
識
の
持

ち
方
な
ど
、
な
す
べ
き
こ
と
を
明
確
化

し
て
い
く

べ
き
で
は

な
い
で
し
ょ

う
か
。

石 島 医 院

　　診療時間

  8:30 ～ 12:00

14:00 ～ 18:30

日
  祝

茄子を洗い、水けをふき取る。茄子のガクを切りそろえ、揚げるときに破裂しないように、縦に 1 本切り込みを入れる。

揚げ油を約 180℃に上げ、茄子を揚げる。切り口が開き、皮にシワが寄ってきたら油から上げる。

切り目から包丁を入れて開き、肉みそをのせたら、できあがり。

脈硬化や高血圧の防止にも効果あるといわ

れています。ナスニンは水溶性のため、水に

さらしたり煮たりせずに、相性の良い油で

さっと揚げることで効率的に摂取できます。

　これからの季節は、身体をあたためる味噌

や生姜などと一緒にいかがですか？

示
し
、
一
人
ひ

と

り

に

合

っ

た

医

療

を

心

が

け

て

い

ま

す
。

Ａ
．
裕
先
生

 

高
校
３
年
生

の
と
き
に
大

け
が
を
し
て
、

病
院
に
か
か
っ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

ひ
か
り
先
生 

高
校
３
年
生
の
と
き
に

祖
母
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
、

長
く
働
く
た
め
に
資
格
を
得
た
い
と

考
え
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
生
命
と
い
う

も
の
に
興
味
が
あ
り
、
医
療
の
道
に
す ポイント

脈硬化や高血圧の防止にも効果あるといわ

総合医療セ
ンターの
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